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問 1 次の (1)～(2)の問いに答えなさい。(2点; 各 1点)

(1) 10進数 −1023を単精度 IEEE754形式で表示しなさい。

解答例 10進数 −1023を、2進数に直し、正規化すると

−1023(10) = −1111111111(2) = −1.111111111(2)× 29

となる。さらに、単精度 IEEE754形式に合致するように変形すると

(与式) = −1.111111111(2)× 29+0
= −1.111111111(2)× 29+(127−127)
= −1.111111111(2)× 2(9+127)−127 ←バイアスに注意

= −1.111111111(2)× 2136−127
= −1.11111111100000000000000(2)× 210001000(2)−127

となる。したがって、10進数 −1023を単精度 IEEE754形式で表すと解答欄のようになる (なお、

負の数であるから仮数部の符号に 1をセットする)。

解答欄：

1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
∧
1.

(2) 以下の単精度 IEEE754形式で表示された数を 10進数に直しなさい。

0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
∧
1.

解答例 仮数部の符号が正であることに注意して、単精度 IEEE754形式の構造にしたがって仮数

部および指数部を書き出すと

+1.10111000000000000000000(2)× 210000100(2)−127 ←バイアスに注意

となる。これを計算すると、

(与式) = 1.10111(2)× 2132−127
= 1.10111(2)× 25
= 110111(2)

= 55(10)

となる。したがって、上記の単精度 IEEE754形式で表示された数は 10進数 55である。

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。



問 2 論理演算に関する等式 (A+B) · (A+ C) = A · B +A · C を証明しなさい。(1点)

解答例 真理値表を描くことで証明を完了する。

A B C A+B A+ C (A+B) · (A+ C) A ·B A · C A · B +A · C
0 0 0 0 1 0 0 0 0

0 0 1 0 1 0 0 0 0

0 1 0 1 1 1 1 0 1

0 1 1 1 1 1 1 0 1

1 0 0 1 0 0 0 0 0

1 0 1 1 1 1 0 1 1

1 1 0 1 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 1 0 1 1

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。

問 3 次の (1)～(3)の論理式を否定論理和 (↓)のみで表しなさい。ただし、括弧は使ってよい。

(1点× 3)

(1) A

解答例

A = A+A (∵ A+A = A)

= A ↓ A

(2) A+B

解答例

A+B = A+B (∵ A = A)

= A ↓ B
= (A ↓ B) ↓ (A ↓ B) (∵ (1)より)

(3) A ·B

解答例

A ·B = A · B (∵ A = A)

= A+B (∵ ド・モルガンの定理)

= A+B (∵ A = A)

= A ↓ B
= A ↓ (B ↓ B) (∵ (1)より)

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。


